
緊

急

発

掘

調

査

報

告

姥
懐
遺
跡
・
更
科
裏

の
山
遺
跡

中

野

市

教

育

委

員

会



序

今
回
中
野
市
東
山
住
宅
団
地
が
造
成
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
当
該
地
区
が
姥
快
進
跡
と
し
て
孝
古
学
上
貴
重
な
存

在
で
あ
る
た
め
、
緊
急
発
掘
調
査
を
実
施
し
記
録
保
存
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
長
野
県
教
育
委
員
会
社
会
教
育
課
指
導
主
事
林
茂

樹

先
生
の
ご
指
導
の
も
と

金
井
波
次
氏
を
は
じ
め
多
数
の
調
査
員
、
調
査
協
力
員
の
方
々
の
ご
尽
力
を
い
た
だ
い
て
そ
の
目
的
を
達
し
、

こ
こ
に
そ
の
結
果
を
ま
と
め
報
告
で
き
る
は
こ
び
と
な
っ
た
。

こ
の
問
調
査
研
究
に
当
ら
れ
た
方
々
の
非
常
な
ど
努
力
、
ど
労
苦
に
対
し
深
甚
な
感
謝
を
さ
与
げ
る
次
第
で

あ
る
。
本
部
は
小
冊
子
で
は
あ
る
が
、
こ
こ
に
盛
ら
れ
た
内
容
は
必
ず
や
学
界
に
も
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る

を
信
じ
、
広
く
学
究
各
位
に
お
届
け
で
き
る
こ
と
を
喜
び
た
い
。

終
り
に
重
ね
て
ど
指
導
、
ご
援
助
い
た
だ
い
た
各
方
面
と
直
接
調
査
に
あ
た
ら
れ
た
各
位
と
に
感
謝
し
て
序

言
と
す
る
。

昭
和
四
十
四
年
二
月
一
日

中
野
市
教
育
長

土

屋

忠

男





総

説

H

m
査

の

経

過

戦
中
の
食
糧
難
時
代
に
中
野
高
等
学
校
の
手
に
よ
っ
て
比
較
的
傾
斜
の
な
る

い
都
分
約
一

、
三
ヘ

ク
タ
ー
ル
が
開
銀
さ
れ
、
=
二
年
頃
ま
で
宏
等
の
維
般
が

栽
培
さ
れ
て
い
た
。
三
二
年
に
は
中
野
市
の
主
産
業
に
な
っ
た
り
ん
ご
の
殺
培

紙
験
を
行
う
た
め
市
の
果
樹
綜
合
総
務
地
と
な
り
、
ダ
イ
ナ
マ

イ
ト
を
使
っ
て

向八
を
掘
り
4
7
く
の
品
怨
の
り
ん
ご
が
繍
え
ら
れ
た
。
し
か
し
地
継
が
強
粘
土
で

生
育
が
怒
く
そ
の
目
的
を
達
成
す
る
こ
と
な
く
三
八
年
に
は
廃
止
さ
れ
た。

こ
の
年
、
中
段
の
北
寄
り
に
中
野
密
察
署
の
射
撃
練
習
場
が
設
置
さ
れ
る
と

と
に
な
り
プ
ル
ド
1
ザ
が
入
っ

て
約

一
五
メ
ー
ト
ル
四
方
の
平
坦
地
が
つ
く
ら

れ
た
。四

一
年
に
な
っ
て
、
市
街
地
に
近
距
離
で
あ
る
と
こ
ろ
か
ら
住
宅
団
地
が
つ

く
ら
れ
る
嘆
に
な
り
、
四
一
年
度
か
ら
四
五
年
度
に
わ
た
っ
て
絡
俄
地
絡
を
中

心
に
周
簡
約
六
万
九
千
平
方
メ
ー
ト
ル
を
造
成
し
て
公
営
住
宅
一
一

O
戸
、
分

餓
住
宅
一
九

O
戸
計
三

O
O一
戸
が
建
設
さ
れ
る
事
に
な
っ
た
。
エ
郁
は
予
定
ど

お
り
四

一
年
か
ら
実
施
さ
れ
、
四
一一一年度
中
に
は
九

O
戸
が
完
成
す
る
ω

傾
斜
地
で
あ
る
た
め
宅
地
造
成
に
は
い
く
つ
か
の
段
丘
が
造
ら
れ
る
の
で
切

盛
土
が
全
援
に
わ
た
っ
て
、
し
か
も
大
が
か
り
に
実
施
さ
れ
る
た
め
現
状
は
完

全
に
移
動
し
て
し
ま
う
。
こ

の
た
め
四

一
年
の
事
業
若
手
前
に
姥
機
地
籍
内
の

遺
跡
状
況
を
知
る
目
的
で
緊
急
分
布
調
査
を
実
施
し
た
。

四
二
年
に
至
っ
て
、
岡
山
地
予
定
地
内
の
入
口
に
存
す
る
賂
懐
山
古
級
は
、
四

二
年
度
か
ら
三
か
年
計
画
で
施
行
さ
れ
る
食
免
道
路
鼠
廊
補
助
に
よ
る
決
林
漁

業
用
徳
銀
納
税
財
源
身
替
政
治
技
術
移
栄
町
中
野
高
校
南
側
を
起
点
に
巡
跡
の

商
側
+
更
科
4
中
野
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
社
南
側
の
県
道
に
接
続
す
る
巾
以
六
メ

1

ト
ル
、
延
長
三
、
五

一
六
メ
ー
ト
ル
の
道
路
工
事
の
磁
土
用
土
取
場
と
し
て
利

用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
山
会
体
が
削
り
取
ら
れ
る
た
め
繁
急
分
布
調
査
を

実
施
し
て
逃
跡
状
況
の
抱
鐙
を
は
か
っ
た
。

四
三
年
度
に
入
っ
て
姥
僚
地
籍
南
側
の
更
科
裂
の
山
巡
跡
地
域
が
造
成
地
と

し
て
買
収
さ
れ
た
の
で
分
布
側
査
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
遺
物
の
検
出
を
み
た
の

で
、
さ
ら
に
緊
必
発
似
翻
笠
宮
実
施
し
た
。

以
上
発
郷
ま
で
の
経
過
の
概
略
を
述
ベ
、
調
査
状
況
を
次
に
列
診
す
る
。

1
、
姥
懐
遺
跡
分
布
調
査

一
、
期
日

四

一
年
六
月

一
九
日
、
七
月
二
日

ニ
、
場
所

旧
来
樹
綜
合
指
導
地
内

三
、
調
査
者

mm孝
古
学
会
〈
平
岡
小
教
諭
〉

田
川

孝

生

市
験
負
(
元
指
導
地
作
業
者
)
小
綴
沢
庄
一

中

野

市

更

科

般

原

H
X
則

mm
象
古
学
会
長
(
敬
愛
文
化
財
犯
当
〉小
野

沢

鑓

2
、悼
問植田
遺
跡
緊
愈
発
郷
飼
釜

て
期
日
四
一
年
七
月
一
六
日
一
七
日
一
一
一
二
回
二
四
日

二
、
場
所
姥
機
内
中
野
穫
祭
諮
問
射
撃
練
習
湯

三
、
調
査
資
任
者
中
野
市
教
育
長

(放

)

芳

川

毅

指
導
者
日
本
孝
古
学
協
会
員
(
高
社
中
教
頭
〉
金
弁
汲
次

調
査
員
路
孝
古
学
会
員
(
平
岡
小
教
諭
〉
田
川
宰
生

H

(
目
隠
代
高
校
教
諭
)

岡
田
正
彦

H

(
教
委
文
化
財
狼
当
〉
小
野
沢
謎

中

野

市

更

科

捌

制

限

長

則

敬

愛

事

務

局

北

川

昭

一

盛
代
高
校
地
陸
部
、商
社
中
学
郷
土
ク
ラ
ブ

鈎
査
協
力



3
、
姥
懐
山
古
晴
樹
分
布
調
査

一
、
期
日
四
二
年
-
一
月
四
日
、
五
日
、
八
日

二
、
調
査
者
日
本
孝
古
学
協
会
員

(商
社
中
教
鎖
〉

県
孝

古

学

会

員

(平
間
小
教
諭
)

町

(

教

養
文
化
財
担
当〉

日
本
地
質
学
会
員

(商
社
中
教
諭
〉

教
委
事
務
局

金

井

汲

次

回

川

孝

生

小
野

沢

提

中
村

二

郎

北

川

昭

一

小

野

沢

鍬

調
査
協
力

向
社
中
学
郷
土
ク
ラ
ブ

4
、
実
科
裏
の
山
遺
跡
分
布
調
査

一、

期

目

、四
三
年
一

O
月
一
三
日

二
、
預
託
者
日
本
孝
古
学
協
会
員
(
日
野
小
教
頭
〉

問
問
孝
古
学
会
員
(
平
岡
小
教
諭
)

H

〈
更
科
〉

調
査
協
力
高
社
中
学
校
教
諭

w

-誌
社
中
学
郷
土
ク
ラ
ブ

5
、
更
科
獲
の
山
遺
跡
'一緊
急
発
掘
調
査
'

て

期

日

四
三
年

一
O
BN
ア
飼

t
七
日
、
九
日
、
一

O
日

二
、
調
査
資
任
者
教
世
村
長

・

土

屋

忠

男

指
得
者

日
本
考
古
学
協
会
員

ハ日
野
小
教
頭
)
金

弁

汲

次

調
査
員
教
育
次
長
(
文
化
財
担
当
)

小

林

駿
問
時

mm考
古
学
会
員

(平
岡
小
教
諭
)

田

川

孝

生

H

(

更
科

〉

鎚

原

長

則

(
立
正
大
学
生
〉

A
E

弁

正

彦

(
教
委
事
務
局
〉
小
野
沢

捷

金

井

波

次

回
川
護
・
朱

梅

原

長

則

関

谷

照

維
l

" " 

〈社
会
教
育
係
長

〉

中

丸

政

範

(社

会

教

育

係

〉

北

川

昭

一

日
本
地
質
学
会
員

ハ高
社
中
教
諭
〉
中

村

二

郎

高

社

中

学

校

教

諭

関

谷

照

総

務

宮

中

学

校

教

諭

永

池

稔

町

山

下

倣

男

飯
山
北
高
考
古
グ
ラ
ブ
、
商
社
中
学
郷
土
ク
ラ
ブ
、

南
宮
中
社
会
科
グ

ラ

ブ

(

小
野
沢
捷
)

伺
姥
懐
遺
跡
周
辺
の
地
質

本
地
域
の
地
質
は
、
下
位
か
ら
別
所
問
、
扮
器
、
箱
山
溶
岩
瀬
、
販
機
敏
積

層
に
区
分
さ
れ
る
。

ー、

別
所
関

税
式
地
は
中
野
市
更
科
。
熱
変
質
作
用
を
う
け
て
灰
色
ま
た
は
賂
灰
色
を
示

す
珪
質
な
頁
岩
で
あ
る。

板
状
に
割
れ
や
す
く、

定
向
Z
M
o
i
U
0
4、
傾
斜
-
u

l
M
D。H
両
省
で
紛
岩
に
援
す
る
と
こ
ろ
ほ
ど
強
い
変
質
を
う
け
て
い
る
。

ム本地
籍
の
別
所
庖
は
姥
綴
遺
跡
地
か
ら
吏創刊
、
高
遠
に
わ
た
っ
て
小
分
布
す

る
の
み
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
明
ら
か
な
地
質
構
造
は
つ
か
め
な
い
。

2
、
扮
岩

淡
縁
部
同
色
を
お
び
、
熱
水
変
質
し
た
も
の
は
白
色
粘
土
化
し
、
し
ば
し
ば
策

鉄
鉱
の
結
晶
が
み
と
め
ら
れ
る
紫
蘇
締
石
普
通
総
石
粉
岩
で
あ
る。

模
式
的
な

も
の
は
中
野
市
延
徳
付
近
に
露
出
し
、
下
高
弁
、
上
高
井
地
方
の
火
山
の
基
盤

を
な
し
て
広
く
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
岩
体
の
逆
入
時
期
に
つ
い
て
は
、
別
所

グ
ル
ー
プ
(
一
九
五
七
年
)
に
よ
っ
て
別
所
周
(
中
新
世
〉
の
堆
積
末
期
か
ら

車両木
庖
の
時
代
と
縫
自沈
さ
れ
て
い
る
。

3
、
箱
山
溶
岩
類

"教
委

調
査
協
力

← 2ー



夜
間
瀬
橋
限
ぐ
爾
の
通
称
然
緩
か
ら
知
山
、
更
科
的
に
わ
た
っ
て
分
布
し
、

遺
跡
周
辺
に
お
い
て
は、

別
所
阿
川
な
ら
び
に
紛
告
を
不
動
恕
合
に
お
お
う
紫
蘇
卸

右
普
通
郷
お
安
山
岩
で
あ
る
。
最
高
績
で
も
海
抜
六
九
五
メ
ー
ト
ル

の
低
い
山

で
あ
る
が
、
岩
体
は
崩
壊
、
浸
食
を
う
け
て
山
骨
の
露
出
が
著
し
く
、
英
和
田

地
核
で
は
、
中
野
扇
状
地
砂
国
際
関
刷
に
よ
っ
て
埋
め
ら
れ
、
山
仰
が
ヒ
ト
デ
状
を

な
し
て
い
る
。

4
、
脳
級
機
額
約

絡
山
火
山
体
の
柑
問
削
副
首
南
斜
面
の
米
側
に
位
低
し
、
姥
崎
間
巡
跡
地
な
ら
び

に、

前
回
ぐ
北
の
葉
山
団
地
に
わ
た
っ
て
分
布
す
る
。
無
国
間
翠
の
策
組
側
色
泥
土

t

泥
質
砂
の
中
に
角
線
l
蛮
角
穣
の
箱
山
系
の
安
山
岩
と
護
費
な
別
所
懸
の
頁
岩

を
混
え
る
。

官
民
山
団
地
の
お
か
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
は
、
ム
有
幽
僚
出
依
貨
物
の
爽
雑
物
を
混

ぇ
、
ま
た
地
形
的
に
も
明
瞭
な
潟
蹄
形
を
な
し
、
問
地
す
ベ
り
地
形
を
長
し
て

い
る
。こ

の
崩
摘
出
品
取
積
物
は
、
末
酬
明
に
お
い
て
中
野
扇
状
地
蘭
に
よ
っ
て
切
断
さ
れ

て
い
る
と
こ
ろ
か
ら
、
中
野
扇
状
地
扇
形
成
以
前
に
後
続
し
た
も
の
と
お
も
わ

れ

る

。

(

中

村

二

郎
)

伺
遺
跡
を
め
ぐ
る
寝
獲

中
野
鼠
状
地
の
東
側
に
績
を
連
ね
る
絡
山
l
更
科
綜
の
急
傾
斜
の
山
慌
に
は

所
A

に
鍬
品
問
状
の
小
さ
な
い
く
つ
か
の
戚
状
地
形
が
つ
く
ら
れ
て
い
る
。
吏
制
約

峠
の
其
下
に
あ
る
当
遺
跡
は
、
そ
の
名
も
一
が
す
が
ご
と
く
、
姥
の
あ
た
た
か
い

僚
の
よ
う
に
阿
糊
状
に
山
地
が
の
び
て
い
る
。
日
溜
り
の
よ
い
所
で
、
早
事
務
の

桂憾
の
開
花
は
中
野
市
内
で
は

一
審
早
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。
海
抜
は
お
よ
そ
三
七

八

t
三
九
五
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
、
中
野
扇
状
地
溺
失
鞘
々
下
寄
り
に
発
達

し
た
小
闘
中
部
彩
と
、
更
創
刊
峠
下
の
腿
錘
地
帯
に
展
開
す
る
更
科
部
絡
に
爽
ま

遺跡付近図 (2万分の J) 

1、姥懐遺跡 2、姥機山古境

3、更科3誌の山遺跡

'-，.3-ー

mJ図

‘. 

れ
た
と
こ
ろ
に
立
輪
唱
し
て
い
る
。

当
遺
跡
付
近
に
は
水
も
あ
る
し
、
相
自
函
の
山
地
は
盛
か
な
山
の
幸
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
、
す
ぐ
れ
た
地
立
条
件
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
上
古
の
人
々
の
生
活
の

舞
台
と
な
り
、
怒
織
と
な
っ
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
。
遺
跡
の
立
地
す
忍

ι

と
ろ
の
大
部
分
は
山
林
で
あ
っ
た
が
、
次
第
に
開
制
慾
さ
れ
畑
地
と
な
っ
た
が
、

前
述
の
よ
う
に
中
野
市
の
市
有
地
と
な
っ
て
か
ら
は
住
宅
問
地
造
成
の
事
業
が

す
す
め
ら
れ
、
現
代
田
両
の
住
宅
が
年
次
計
画
に
よ
っ
て
務
々
と
建
設
さ
れ
て
い

る。
周
辺
地
域
に
は
数
多
く
の
遺
跡
が
点
在
し
て
い
る
が
、
当
遺
跡
の
す
ぐ
隣
り

あ
わ
せ
に
あ
る
も
の
を
あ
げ
る
と
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。



-
更
科
巡
跡
l
部
落
全
面
に
わ
た
る
も
の
で
、
縄
文

1
早
期
撚
系
文
、
押
型

文
、
布
厄
式
、
上
原
式
(
多
〉
際
総
、
右
鍬
、
打
石
斧
、
勝
石
碑
庁
、
右
錐
、
石

匙
、
石
刃
、
石
皿
、
熔
石
、
凹
石
。
土
師
|
前
期
、
後
期
杯
、
向
杯
、
袋
、
そ

の
他
級
片
等
で
、
現
在
も
地
な
ら
し
ゃ
良
輔
加
の
折
に
表
岬
体
さ
れ
る
例
が
多
い
。

普
代
遺
跡
l
東
北
約
二

0
0メ
ー
ト
ル
の
と
と
ろ
に
あ
っ
て
、

普
代
部
落

の
下
寄
り
の
地
点
で
あ
る
。
縄
文

l
上
原
式
、
下
島
式
、
佐
野
式
、
際
石
斧
、

打
石
斧
、
石
匙
、
弥
生
|
東
林
式

〈少
)
大
形
蛤
匁
石
斧
、
土
師
|
前
期
、
後

期
〈
少
〉

小
問
中
遺
跡

l
部
落
の
中
央
か
ら
京
の
水
問
地
殺
に
か
け
て
所
在
し
、
京
阪

は
姥
懐
山
古
償
滋
下
ま
で
、
当
遺
跡
と
は
も
っ
と
も
か
か
わ
り
あ
い
の
深
い
も

の
で
あ
ろ
う
。
湧
水
に
め
ぐ
ま
れ
、
早
く
か
ら
水
稲
耕
作
が
行
わ
れ
た
も
の
と

推
定
す
る。

弥
生
l
箱
清
水
式
、
太
形
姶
刃
石
斧
、
土
師
|
前
期
|
安
、
会、

長
頚掛端
、
銀
、
碗
、
そ
の
他
政
片
。
当
遺
跡
か
ら
前
方
へ
一
八

0
0メ
ー
ト
ル

に
は
間
山
遺
跡
が
あ
っ
て
縄
文
期
か
ら
古
代
に
わ
た
る
遺
物
の
出
土
で
知
ら
れ

弥
生
後
期
の
合
口
会
、
絹
地獄
、
古
代
の
灰
給
皿
、
体H
状
土
録
制
叩
は
注
目
さ
れ
て

い
る
。
そ
れ
か
ら
商
へ
一
一
一

0
0メ
ー
ト
ル
の
小
さ
な
山
積
に
金
総
山
古
墳
が

あ
っ
て
、
合
悠
型
石
室
と
五
鈴
鏡
、
両
刃
鋸
を
は
じ
め
多
数
の
測
葬
品
出
土
で

著
名
で
あ
る
。

当
遺
跡
に
立
っ
て
自
を
商
方
へ
向
け
る
と
北
か
ら
南
へ
宮
沢
く
の
び
た
長
丘
、

高
丘
丘
陵
が
あ
る
。
先
土
様
、
抑制文
、
弥
生
、
古
境
期
の
包
蔵
文
化
財
の
宝
庫

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
学
術
的
発
抑
制
査
が
行
わ
れ
て
、
そ
の
結
m
却
を
ま
と

め
て
報
告
舎
を
刊
行
し
た
も
の
が
七
件
に
及
ん
で
い
る
。
(
金
井
汲
次
)

姥
懐
遺
跡
緊
急
発
掘
調
査

付

予
備

・
分
布
"
査

六
月

一
九
日
予
備
調
査
。
姥
懐
地
銭
刊
の
東
部
は
耕
作
の
機
械
化
満場
入
も
あ

り
、
遺
物
は
何
等
発
見
で
き
な
か
っ
た
が
、
北
部
か
ら
西
部
に
む
か
う
低
地
か

ら
は
、
土
師
器
を
主
体
に
須
恵
務
、
眼
前
燈
石
片
数
一

O
点
を
採
集
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
特
に
土
恩
師
片
の
分
布
の
多
い
の
は
、
中
野
答
申
m磐
の
使
用
し
て
い
た

射
殺
絞
習
場
附
近
で
あ
っ
た
。

以
上
の
予
備
関
査
の
結
果
に
も
と
ず
き
七
月
二
日
再
度
の
刻
設
に
あ
た
っ
た

ー
、
逃

構

射
懇
練
習
場
跡
は
、
中
野
市
小
田
中
姥
俊
一

O
O七
と
一

O
九
一

l
八
の
、

中
野
市
所
有
の
細
川
地
を
地
な
ら
し
し
た
も
の
で
、
北
京
か
ら
南
西
へ
向
か
っ
て

の
ゆ
る
い
斜
砲
を
な
す
と
こ
ろ
を
、
ブ
ル
ト
i
ザ
ー
に
よ
り
、
四
万
に
向
か
っ

て
か
き
上
げ
ら
れ
た
、
約
一一一
ア
ー
ル
に
及
ぶ
平
地
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
と
こ

の
北
京
都
は
遺
跡
が
破
剛
賦
さ
れ
て
お
り
、
関
訟
は
不
可
能
で
あ
っ
た
が
、
中
央

部
よ
り
南
西
部
は
、
ほ
ど
よ
く
m
蹴
出
し
て
お
り
、
か
え
っ
て
調
査
を
容
易
に
し

た
。ま

ず
最
も
保
存
状
態
の
ょ
い
と
恩
わ
れ
る
射
師
事
場
跡
中
央
部
を、

ジ
ヨ
レ

ン

で

一
セ
ン
チ
程
け
ず
り
取
っ
た
。
す
る
と
明
瞭
に
土
質
を
終
に
す
る
二
つ
の
柏
崎

区
に
分
側
聞
さ
れ
た
。
即
ら
東
西
に
走
る
細
い
揃
怖
を
中
心
に
、
北
側
に
探
知
明
色
の

粘
土
質
で
大
小
の
雄聞が
み
ら
れ
、
ま
た
南
側
に
期
決
組
側
色
の
粘
土
貨
の
磁
の
ほ
と

ん
ど
な
い
地
区
が
あ
ら
わ
れ
た
。

例
制
い
潟
は
丁
字
形
を
し
て
お
り
、
住
居
跡
が
北
側
に
存
在
す
る
か
の
如
き
様

相
を
曇
し
た
の
で
、
特
に
北
側
黒
土
居
の
一
部
を
認
査
し
て
み
る
と
、
大
小
の

自
然
石
の
石
組
遺
構
怖
が
み
ら
れ
、
そ
の
付
近
か
ら
は
木
炭
片
に
ま
じ
り
骨
片
若

- 4ー
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干
の
採
集
を
し
た
。

こ
れ
ら
の
事
実
は
、
今
後
吏
に
発
展
寸
る
可
能
性
が
生
じ
た
の
で
、
こ
こ
で

ひ
と
ま
ず
関
査
を
打
ち
切
り
、
本
格
的
関
設
定
待
つ
こ
と
に
し
た
。

2
、
遺

物

こ
の
射
感
練
習
場
跡
の
遺
織
の
一
部
の
確
認
の
段
階
に
お
い
て
発
見
さ
れ
た

遺
物
は
、

縄
文
式
無
文
土
器
一

片、

土
師
器
片
ニ

O
片
、
須
恵
務
片
玄
片
、
鉄

油
伸
二
倍
、
骨
片
、

木
炭
片
若
手
で
あ
る
が
、
緊
急
発
掘
調
査
の
項
で
総
合
的
に

述
べ
る
官僚
に
す
る
が
、
わ
ず
か
の
地
措
掛
か
ら
多
数
の
資
料
を
得
た
わ
け
で
あ
る

持

緊

急

発

掘

調

査

1
、
調
査
経
過

七
月
一
七
日
〈
日
〉
晴
分
布
調
査
の
お
り
発
見
し
た
東
西
に
走
る
糊怖
を
追
っ

た
が
、
発
展
す
る
き
ざ
し
な
く
、
そ
の
た
め
右
組
遺
構
を
中
心
に
綴
り
進
め
る

数
個
位
ず
つ
集
ま
る
大
小
の
自
然
石
に
ま
じ
り
、
土
務
片
が
出
土
す
る
も
、
非

常
に
小
破
片
で
あ
る
。
主
体
は
土
師
器
糸
切
皿
で
、
灰
仙
剛
陶
録
、
須
恕
務
相
守
の

破
片
も
単
晶
子
あ
っ
た
。

七
月
一
一
一一一
口
(
土
〉
府
間
交
の
範
闘
を
東
部
に
広
げ
る
。
東
部
地
区
も
撚
補

色
土
句
地
区
と
、
資
褐
色
土
質
の
区
別
が
明
瞭
で
あ
る
。
商
部
地
区
に
比
較
し

て、

遺
物
の
出
土
若
手
多
い
。
ピ
ッ
ト
四
個
同
河
口
比
す
る
、
形
、

規
模
得
ほ
と
ん

ど
同
一
で
あ
る
。

七
月
二
四
日
(
日
)
防
昨
日
概
査
し
た
地
点
を
児
に
銅
り
下
げ
る
も
、
午
前

中
成
果
少
な
し
。
午
後
に
な
り
中
央
部
の
粉
付
近
の
長
方
形
の
平
ら
な
石
附
近

を
掘
り
下
げ
た
と
こ
ろ
、
地
中
か
ら
石
棺
似
み
悲
壮
と
総
定
さ
れ
る
遺
構
を
発
見

し
た
。石
積
み
は
直
後
一

メ
ー
ト
ル
の
円
形
上
に
、
大
小
の
門
礁
を
税
み
磁
間
に

は
、
士
釘
器
、
須
恵
器
、
灰
粕
陶
器
片
が
み
ら
れ
た
。
特
に
多
い
の
は
土
師
様

で
あ
る
。
午
後
七
時
三

O
分
タ
や
み
せ
ま
り
調
査
終
了
す
る
。

- 5 -

!rI2関



2
、
遺
構
桝
に
つ
い
て

今
回
の
発
槻
概
査
を
通
じ
て
遺
鱗
を
二
つ
に
大
別
さ
れ
る
。
そ
れ
は
熱
線
色

土
泌
区
を
中
心
と
し
た
も
の
と
、
演
組
側
色
土
質
区
を
中
心
と
し
た
も
の
で
あ

る
。

ω
田
南
褐
色
土
地
区
〈
第
二
図
参
照
〉

発
相
畑
地
区
の
北
側
で
、
拙
仰
に
よ
り
仕
切
ら
れ
て
い
る
部
分
で
あ
る
。
こ
の
土

地
特
有
の
黙
秘
色
粘
土
が
徴
税
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
特
に
注
白
す
る
の

は
、
大
小
の
跡怖か
ら
な
る
石
緩
み
遺
様
で
あ
る。

そ
の
一
つ
は
自
然
の
小
石
を
三

l
ニ
O
個
位
を
、
無
造
作
に
配
置
さ
せ
、
木

俊
片
に
ま
じ
り
、
土
師
務
な
ど
の
小
破
片
が
多
訟
に
散
乱
し
て
い
る
も
の
で
あ

る。

石
細
胞
を
一
つ
一
つ
け
分
割
す
る
に
は
多
少
の
無
理
も
あ
ろ
う
が
、
作
片
の

出
土
や
完
形
口
問
の
な
い
土
器
、
無
数
の
木
炭
な
ど
の
状
態
か
ら
、
他
地
区
の
mv

例
か
ら
庶
民
の
集
団
基
祉
で
あ
ろ
う
。

無
慾
の
小
石
の
配
置
に
対
し
単
独
に
配
位
さ
れ
た
大
形
長
方
形
で
表
面
が
平

ら
な
も
の
が
あ
る
。

あ
た
か
も
土
台
石
に
使
用
す
れ
ば
好
適
と
思
わ
れ
る
も
の

で
あ
る
。
〈
第
二
図
品
世
間
関
〉

そ
の
外
自
然
石
の
大
き
な
も
の
が
逃
織
と
無
関
係
の
如
く
配
世
さ
れ
て
い
る

が
、
今
の
と
こ
ろ
墓
地
の
境
芥
を
示
す
様
子
で
も
な
く
、
礁
の
多
い
こ
の
地
帯

に
自
然
石
も
あ
っ
て
何
等
不
思
儀
は
な
い
。

石
組
の
遺
紡
の
外
に
、
ピ
ッ
ト
が
四
ケ
「
形
に
ほ
と
ん
ど
穴

O
t七
0
セ
ン

チ
の
等
間
阪
に
配
列
し
た
形
で
免
具
さ
れ
た
。
阪
経
は
い
ず
れ
も
一

五

t
ニ0

セ
ン
チ
の
も
の
で
、
深
さ
も
一

0
セ
ン
チ
前
後
の
小
さ
な
も
の
で
あ
る
。
黒
褐

色
土
質
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

ピ
ッ
ト
内
は
業
組
問
色
の
粘
土
が
つ
ま
っ
て
お
り
、

人
工
的
な
こ
と
は
た
し
か
で
あ
る
。
残
念
な
こ
と
に
ピ
ッ
ト
附
近
は
、
プ
ル
ト

ー
ザ
に
よ
る
、
け
ず
り
取
り
が
は
げ
し
く
、
し
か
も
市
街
地
か
ら
の
燦
芥
の
}

主l:主主
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部
が
置
か
れ
た
た
め
、
ピ
ッ
ト
と
の
関
係
は
何
物
も
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
な

か
っ
た
事
は
残
念
な
こ
と
で
あ
る
。

ω
黄
色
褐
色
土
地
区
〈
第
二
図
多
照
〉

l

a

3

A

T

S

6

マ

a

前
者
の
衛
側
で
あ
る
。
表
土
を
人
工
的
に
賞
褐
色
土
で
図
め
ら
れ
て
お
り
、

F

v

v

J

F

F

蓄
は
ほ
と
ん
ど
何
物
も
な
い
。
霊
土
と
の
震
に
あ
る
哲
一
部
が
こ
の

d

d

d

/

f

J

地

区

へ

の

び

て

お

り

、

丁

字

形

に

な

っ

て

い

る

。

曜

調

査

の

中

心

を

前

者

に

置

い

た

た

め

、

調

査

の

終

盤

に

な

っ

て

か

ら

の

成

果

帽

一

一

圃

圃

，

v

で
あ
る
。
間
然
色
土
と
の
接
点
に
位
置
し
た
長
方
形
の
平
石
附
近
を
掘
り
下
.け
た

「i
l
l
-
寸
|
|
!
寸
|
|
.

h

ー

l
T
Il
li
t
-

-

寸
|
|
」
」

i
J

さ
』
ろ
、
犬
小
一

O
数
個
か
ら
な
る
撲
を
半
円
球
形
に
重
ね
た
、
地
中
の
石
積
一

一

一

一

一

一

一

一

一

、

み
の
泌
総
宏
発
見
し
た
。
底
辺
の
直
径
は
約
一
メ
ー
ト
ル
に
及
び
高
さ
は
四

O
一

一

一

一

¥

一

一
一

¥
」

一

セ
ン
チ
ほ
ど
で
、
そ
の
磁
聞
か
ら
は
、
土
師
綜
片
手
主
に
須
怒
紫
片
や
、
灰
和

一

、

一

¥

一

¥

一

¥

¥

¥

パ

¥

V

陶
傍

Z数
片

含

ん

で

い

た

。

ハ

壁

画

多

恵

一

¥

一¥

て

て

、

、

こ
の
右
組
側
み
を
取
り
の
ぞ
く
と
、
約
一
、

二
メ
ー
ト
ル
の
円
形
プ
ラ
ン
の
深

き

一
0
セ
ン
チ
の
問
み
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
内
部
の
ま
わ
り
を
賞

色
の
粘
土
で
図
め
て
い
る
。
造
物
と
し
て
三
片
の
土
郎
総
片
と
、
わ
ず
か
で
は

あ
る
が
骨
片
を
取
り
出
す
と
と
が
で
き
た
。
明
ら
か
に
こ
れ
も
裏
側
酬
の
一

方
法

で
あ
る
。

黒
色
土
問
の
義
制
と
は
石
材
使
用
に
つ
い
て
は
共
通
で
あ
る
が
他
は
全
く
県
内

に
し
た
例
と
し
て
注
目
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
遺
物
の
積
類
よ
り
す
れ

ば
ほ
と
ん
ど
防
一
時
代
の
も
の
で
あ
ろ
う
。

3
、
遺
物
に
つ
レ
て

今
回
の
出
土
物
の
主
体
を
な
す
の
は
土
穏
で
、
そ
の
外
石
務
、
鉄
海
な
ど
で

あ
る
。ω

土

様

相
純
文
式
土
器
、
土
師
器
、
須
恵
様
、
灰
鮎
制
陶
絡
の
四
種
あ
り
、
質
的
に
は
土

郎
器
が
ほ
と
ん
ど
で
、
他
は
一

O
数
点
に
す
ぎ
な
い
・

s 

司

ー 7-

第
4
図
土
飯
器
ハ
1
:
3
〉

抑制
文
式
土
然

一
O
数
点
の
破
片
で
あ
る
が
無
文
の
も
の
が
大
部
分
で
、
側
約
目

文
を
全
国
に
付
し
た
も
の
四
片
発
見
さ
れ
た
。
無
文
の
も
の
も
粗
慈
ロ
聞
で
あ
っ

た
り
し
て
、
明
ら
か
で
な
い
が
縄
文
前
期
の
も
の
か
、
い
ず
れ
も
表
而
採
集
や

士
飾
器
に
混
入
し
て
発
見
さ
れ
て
い
る
。

士
飾
総
大
小
の
破
片
合
わ
せ
て
千
点
に
途
す
る
が
、
削
締
役
完
全
に
復
元
で
き

る
も
の
は
全
く
な
い
。
第
四
図
の
1
1
5
は
い
ず
れ
も
ロ
縁
部
の
復
元
関
で
大

き
さ
も
ほ
と
ん
ど
肉
じ
く
ロ
経
一0
セ
ン
チ
内
外
で
精
巧
に
で
き
て
い
る
。

6
i

7
ま
で
は
底
部
で
あ
る
が
、
7
8
は
系
切
鳳
で
あ
る
。
今
回
の
出
土
の
底
部
の

約
百
点
に
及
ぶ
が
、
そ
の
う
ち
九

O
パ
ー
セ
ン
ト
は
系
切
皿
で
あ
る
。

91ω

は
高
台
付
底
部
で
あ
る
。

須
窓
繁
一

O
数
点
出
土
を
み
た
が
器
形
を
知
れ
る
も
の
は
一
点
も
な
い
。



い
す
れ
も
務
形
土
肥
耐
の
胸
部
砂
片
で
、
灰
間
関
色
の
竪
鍛
な
も
の
で
m
U
白
状
文
、

絡
子
園
文
、
無
文
の
三
種
が
見
ら
れ
る。

格
子
回
文
の
内
側
に
は
花
形
の
帯
同
海

波
文
械
が
付
さ
れ
て
い
る
。
と
の
級
の
も
の
は
、
黒
色
土
地
区
か
ら
も
割
引
石
器

の
遺
棚
怖
か
ら
も
数
点
出
土
し
た
。

灰
粕
陶
綜

こ
れ
も
完
全
な
総
形
の
わ
か
る
も
の
は

一
点
も
な
い
。

厚
手
の

も
の
薄
手
の
も
の
各
種
各
様
で
あ
る
。
注
目
す
べ
き
こ
と
は
、
灰
創
部
分
ひ
び

銭
き
土
務
が
二
点
発
見
さ
れ
て
い
る
。
い
ず
れ
も
黒
色
土
地
区
か
ら
の
出
土
で

あ
る
が
、
灰
制
片
の
中
で
も
美
し
さ
は
別
絡
で
あ
る
。
怖
そ
ら
〈
灰
勅
片
の
出

土
は
時
代
決
定
の
か
容
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。
他
地
区
の
出
土
の
例
か
ら
し
て

平
安
時
代
の
中
期
を
降
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

間
石
器
及
び
そ
の
他
の
造
物

右
鉱
泉
色
土
地
区
か
ら
二
点
出
土
し
て
い
る
。

い
ず
れ
も
然
燦
石
製
で
あ

る
が
、
共
に
有
柄
部
の
一

部
が
欠
除
し
て
い
る
が
、
片
方
の
柄
の
短
か
い
古
式

石
鉄
で
あ
る
。

ノ
ッ
チ
〈
第
5
図
彦
照
〉
一
点
で
は
あ
る
が
袋
函
採
集
に
よ
り
得
た
も
の
で

あ
る
。
無
線
石
製
の
弓
な
り
に
な
っ
た
偏
平
な
石
総
の
惣
曲
し
た
部
分
に
、
使

用
痕
が
み
と
め
ら
れ
る
。
こ
れ

は
縄
文
式
の
も
の
で
あ
る
か
、

先
土
繁
期
の
も
の
か
は
出
土
状

態
が
表
面
岬
偶
然
な
の
で
何
と
も

甘
え
な
い
、
し
か
し
な
が
ら
、

付
近
の
地
形
状
悠
か
ら
先
土
繁

期
と
の
関
連
も
考
え
ら
れ
る
。

今
後
の
調
査
を
待
つ
。

そ
の
他

鉄神障
が
四
点
ほ
ど
み

総 (1: 2) 

o 3C内ー_.

第5図 石

ら
れ
る
が
、
こ
れ
と
直
接
つ
な
が
る
関
係
品
は
見
当
ら
な
い
。
ま
た
骨
片
や
木

炭
片
も
若
干
篠
崎
探
し
た
。

(
関
川
幸
生
〉

駐
1

松
本
市
並
初
の
室
町
時
代
の
配
石
器
地
の
例
小
松
成
氏
の
調
査
に
よ

る
@
〈
一
九
六
六
年
)
安
源
寺
「
中
世
、
近
世
償
訴
群
の
調
査
」

〈
一
九
六
七
年
〉

桐
原
健
「
長
野
県
中
野
市
間
山
石
動
下
遺
跡
調
査
予
報
」

設
2

姥
懐
山
古
墳
緊
急
分
布
調
査

間
関
都
市
で
あ
る
当
市
は
ぬ
栄
構
造
改
善
事
業
を
強
力
に
推
進
し
農
業
の
近

代
化
に
つ
と
め
て
き
た
。

昭
和
四
二
年
七
月
、
閣
に
お
い
て
採
択
さ
れ
た
当
市
の
淡
免
道
路
は
三
か
年

計
闘
で
、
延
E
R
-
-
一、
五
一
六
メ
ー
ト
ル
の
工
事
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

初
年
度
は
・
中
野
高
校
下
か
ら
吏
科
部
絡
に
至
る
九
五
七
メ
ー
ト
ル
で
、
そ
の

施
行
区
織
内
に
姥
俊
山
中
肉
墳
の
所
在
地
が
合
ま
れ
て
い
る
。

姥
侠
山
吉
情
引
の
出

土
品
は
れ
山
下
で
も
注
目
さ
れ
る
貸
抵
な
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
施
工
前
に
鈎
査

を
実
施
し
た
の
で
あ
る
。

H

m
査

の

経

過

一
一
月
四
日
〈
土
〉
附
午
前
伐
木
。
午
後
調
査
を
開
始
す
る
。
墳
丘
北
斜

簡
に
小
さ
な
ピ
ッ
ト
を
入
れ

一
号
と
す
る
。
一

0
セ
ン
チ
ず
つ
に
念
入
り
に
撮

り
下
げ
、
四
0
セ
ン
チ
に
及
ん
だ
が
、
組
問
色
の
買
場
小
片
山
ハ
点
を
得
た
の
み
で

あ
っ
た
。

一一

月
五
日
〈
日
〉
祭
午
前
九
時
調
査
開
始
。

昨
日
に
続
き
一
号
を
更
に
掘
り
く
ぼ
め
、
=
一

0
セ
ン
チ
で
地
山
に
達
し
だ
。

一
見
墳
丘
状
に
見
え
る
が
地
山
も
小
円
丘
状
に
な
っ
て
お
り
、
合
情
慣
築
造
の
跡

8 -
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は
全
然
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

午
後
、
遺
物
発
見
者
で
あ
る
畑
山
原
氏
が
見
え
て
、
発
見
地
点
の
教
示
を
交

け
、
第
二
号
ピ
ッ
ト
を
般
け
て
胴
査
す
る
。

士一層
は
担
当
撹
乱
さ
れ
て
い
た
。

本
遺
跡
は
、
図
上
で
見
て
も
、
ま
た
速
く
か
ら
眺
め
て
も
一
見
前
方
後
円
績

を
思
わ
せ
る
も
の
が
あ
る
の
で
、
小
円
丘
か
ら
北
へ
二一-一
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
る

へ
第
三
ピ
ッ
ト
を
設
け
て
調
査
し
た
。
地
表
下

一
0
セ
ン
チ
余
で
地
山
(
褐
色

粘
土
)
に
途
し
、
地
表
下
ニ
0
セ
ン
チ
を
綴
っ
て
止
め
る
。

一
一
月
八
日
〈
氷
〉
階
午
後
よ
り
潟
査
開
始
。
第
一

号
の
北
八
メ
ー
ト
ル

の
地
点
に
問
号
ピ
ッ
ト
を
鮫
定
。
絵
蝿
凶
状
の
場
所
の
た
め
淡
土
は
滅
さ
れ
て
七

八
セ
ン
チ
で
地
山
に
迭
し
た
。
池
山
は
褐
色
の
強
粕
質
土
で、

=
0セ
ン
チ
掘

り
く
ぼ
め
た
が
変
化
が
な
い
の
で
作
業
を
中
止
し
た
。

以
上
三
日
に
一
怠
る
絢
査
を
実
施
し
た
が
境
丘
築
造
の
跡
は
見
ら
れ
な
か
っ

た
。
先
般
出
土
し
た
巡
物
は
小
門
丘
の
西
端
で
あ
る
こ
と
と
、
極
め
て
浅
い
所

に
霞
か
れ
て
い
た
こ
と
等
を
思
い
あ
わ
せ
て
、
調
査
員
の
見
削
除
と
し
て
は
、
何

等
か
の
祭
紀
遺
跡
で
は
あ
る
ま
い
か
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。

伺

既

出

遺

物

現
在
造
物
は
高
井
出
初
着
紳
社
(更
科
)
に
宝
蔵
さ
れ
、
文
学
縛
土
小
野
勝
年

先
生
の
由
緒
符
が
あ
る。

発
見
の
事
情
や
、
性
格
に
つ
い
て
述
べ
て
お
ら
れ
る

の
で
左
に
そ
れ
を
掲
紋
さ
せ
て
い
た
だ
き
多
考
と
し
た
い
。

総
懐
山
中
山
積
巡
物
自
鰍
榊
口
出
M
良
補
同
物
館

小
野
勝
年

此
処
に
宝
蔵
す
る
上
代
の
遺
物
は
昭
和
二
二
年
一

O
月
二
日
本
村
償
原

長
則
君
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

場
所
は
日
野
村
と
中
野
町
と

の
境
界
に
近
い
姥
懐
山
の
突
織
な
る
丘
陵
上
で
あ
る
。

発
見
の
由
来
を
訪
ね
る
に
丘
頂
部
の
橋
の
俊
一
元
に
鉄
片
が
鉱
出
し
て
い
た

の
で
土
を
除
く
と
そ
れ
が
並
列
す
る
一
ニ
緩
の
鉄
鋼
の一

部
分
で
あ
り
、

而
も

そ
の
下
に
は
鋭
鍛

二
聞
が
袈
蔚
(
文
様
務
分
〉
を
上
に
向
け
て
m
U
か
れ
、
隙

近
に
は
一
個
の
管
去
が
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
れ
以
外
に
は
別
に
発
見
ロ
聞
と
て

は
無
か
っ
た
が
出
土
品
の
内
容
か
ら
考
え
て
戒
は
そ
の
場
所
か
ら
推
し
て
、

こ
れ
が
債
務
鍛
造
の
際
、
副
葬
品
と
し
て
忽
惜
賦
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
は

疑
う
べ
く
も
な
い
。

-9-
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第 7図

鉄
剣
は
何
れ
も
腐
蝕
の
た
め
完
形
を
と
ど
め
て
い
な
い
が
円
択
さ
約
二
三
セ

γ
チ
余
、
巾
三
セ
ン
チ
の
一
援
が
比
較
的
原
形
に
近
い
と
倣
附
さ
れ
、
こ
れ
と

他
の
一
授
は
断
面
変
形
を
示
し
飢
た
る
こ
と
が
明
ら
か
で
あ
る
。

鋭
鑑
は
径
一
て
ニ
セ
ソ
チ
絢
A
簿
手
で
鋳
上
り
は
佳
良
で
あ
る
。
四
図

の
文
様
由
市
中
外
側
二
随
時
弘
鋸
歯
文
を
め
ぐ
ら
し
、
第
三
闘
は
問
自
文
を
な
し

内
悶
は
鈎
を
め
ぐ
っ
て
四
本
宛
の
粗
純
文
と
四
億
の
朝
刊
と
を
配
し
て
い
る
。

蓋
し
淡
式
制
作
獣
餓
よ
り
使
化
せ
る
も
の
で
あ
っ
て
、
そ
の
金
属
質
及
び
文
様

か
ら
本
郊
に
於
け
る
仇
製
品
で
あ
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
而
も
こ
れ
と
同

一
鈎
型
と
思
わ
れ
る
遺
品
が
既
に
曲
目
濃
加
茂
郡
疲
祝
村
か
ら
出
土
し
て

い

る
。
〈
平
凡
社
奨
街
全
然
五
)

僻
目
玉
は
径
二
セ
ン
チ
宮
沢
さ
ニ
セ
γ
チ
軟
玉
製
品
で
あ
る
。
こ
れ
が
単
一

で

あ
っ
た
が
勾
玉
等
と
共
に
胸
飾
の

一
部
と
し
て
用
い
ら
れ
後
者
が
散
在
し
た

も
の
で
あ
る
か
明
確
で
な
い
が
淡
緑
色
の
も
の
で
管
去
と
し
て
は
古
式
で
あ

る
か
ら
こ
れ
ら
の
遺
物
は
封
土
が
自
然
に
剣
附
さ
れ
た
紡
袋
発
見
さ
れ
、
後

世
人
為
的
撹
乱
の
跡
は
認
め
ら
れ
な
い
。

機
務
当
時
の
状
態
に
就
い
て
見
る
な
ら
ば
地
上
の
上
部
を
削
っ
て
そ
の
延

期
剛
直
径
約

一
七
メ
ー
ト
ル
の
円
墳
を
つ
く
り
、
そ
の
上
部
に
比
較
的
浅
く
石

を
用
い
ヂ
粘
土
ー
そ
の
残
在
か
ら
錐
し
て

i
務
室
を
作
っ
た
が
、

或
は
木
市
m

な
ど
の
可
朽
物
を
用
い
て
葬
っ
た
で
あ
ろ
う
。
何
れ
に
せ
よ
、
そ
の
内
容
か

ら
古
積
築
造
の
古
式
に
印
刷
す
る
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
従
っ
て
地
終
的
原
境

か
ら
近
畿
地
方
に
於
け
る
同
式
の
古
墳
築
造
年
代
よ
り
利
均
お
く
れ
る
と
し

て
も
筒
井
地
方
に
於
け
る
最
古
式
の
一
で
あ
る
こ
と
は
申
す
ま
で
も
な
い。

姥
懐
山
は
本
村
金
鋭
山
古
墳
と
は
る
か
に
相
対
す
る
景
勝
の

位
佳
を
占

め
、
速
く
西
方
中
野
盆
地
を
隔
て
長
丘
村
七
瀬
双
子
塚
を
望
む
こ
と
が
で
き

る。

一10ー

そ
の
様
式
上
金
銭
山
台
柄
引
よ
り
古
〈
外
形
を
田
内
に
す
る
も
怨
葬
法
は
双
子

四
時
古
墳
と
は
絡
ん
吋
共
通
し
た
と
こ
ろ
が
あ
り
遺
物
の
内
容
は
吏
に
旧
い
。
出
射

し
人
あ
っ
て
強
い
て
築
造
突
年
代
を
求
め
ん
と
す
る
な
ら
ば
今
を
去
る
一

五
、
六
C
O年
の
品
目
と
答
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

按
ず
る
に
こ
の
古
績
に
於
け
る
遺
物
は
隻
宮
と
は
由
T
L
得
な
い
。

然
し
鏡

と
鈎
?
と
ま
と
よ
り
な
る
点
に
於
て
単
に
上
代
食
族
の
最
も
資
質
視
せ
る
も
の



る
い
う
に
と
ど
ま
ら
ず、

設
が
歴
史
、
皇
位
の
表
徴
と
も
通
ず
る
も
の
が
あ

り、

こ
れ
に
よ
っ
て
一
段
の
感
慨
を
お
ぼ
へ
し
む
る
。

昭
和
二
三
年
一
一

月

〈金
弁
汲
次
〉

四

更
科
裏
の
山
遺
跡
緊
急
発
掘
調
査

付

分

布

規

登

姥
機
使
宅
団
地
巡
形
計
四
は
mM
々
と
進
み
、
新
し
く
=
一

O
戸
迎
般
予
定
地

は
銀
蔵
文
化
財
の
包
含
地
域
で
あ
る
た
め
緊
急
分
布
調
査
を
突
鈍
し
た
。

調
査

の
次
第
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

昭
和
悶
三
年
一

O
月
一
一
一一日
〈
日
〉
会
後
暗
朝
九
時
に
調
査
員
、
作
業
員

は
現
地
に
集
会
し
、
丘
陵
上
の
表
面
採
集
を
行
う
。

m州
抱
右
片
問
点
、
石
銭
片

一
点
、
土
飾
郡
柑
片
一

O
A
m点
を
得
た
。
土
間
総
片
に
は
糸
切
隊
片
や
、
非
常
に

粗
大
な
刷
目
文
の
受
片
が
あ
っ
た
。

第

一
試
掘
{
八
を
官
択
さ
一
-
一
メ
ー
ト
ル
、
巾
一
メ
ー
ト
ル
の
も
の
を
九
六
七
番
地

へ
鮫
定
し、

ニ
O
余
セ
ン
チ
掘
り
〈
ぼ
め
た
が
巡
物
は
何
物
も
検
出
寸
る
こ
と

が
で
き
な
か
っ
た
。
そ
の
四
隣
九
六
六
番
地
へ
第
二
考
会
一
×
二
メ
ー
ト
ル
〉

を
肌
限
定
し
た
が
何
物
も
仰
向
ら
れ
な
か
っ
た
。

午
後
は
丘
陵
商
斜
面
の
袋
採
を
行
い
土
鏑
恭
片
多
訟
を
採
集
し
た
が
い
ず
れ

も
絢
片
で
あ
っ
た
。
裂
の
山
三
三
五
番
地
イ
号
へ
、
同
択
さ
一
一
一
メ
ー
ト
ル
、
巾
一
・

メ
ー
ト
ル
の
第一一一
、
四
号
を
般
け
た
。
第
一
一
一
号
は
然
色
の
袋
土
が
六

O
セ
ン

.

チ
、
そ
れ
以
下
は
m州
裕
色
の
粘
土
貧
国
間
で
あ
っ
た
。
遺
物
は
ニ
玄

i
凶

0
セ
ン

チ
に
多
く
、
打
石
斧
は
表
土
下一
一一
0
セ
ン
チ
、
間耐
綴
石
製
無
柄
石
鍬
は
表
土
不

=一五
セ
ン

‘チ
か
ら
発
掘
さ
れ
た
。

土
器
は
土
陶
器
片
、
縄
文
土
肥
前
片
で
あ
nJ

た
。
が
文
様
は
磨
滅
し
て
い
た
a

土
師
陣
耐
片
も
納
片
二

O
余
点
を
得
た
が
器
形

を
知
る
こ
と
が
で
き
な
い
も
の
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
打
石
斧
(
第
ロ
図
5
)
は

硬
砂
崩
相
で
肥
厚
し
た
粗
野
な
っ
く
り
で
あ
る
。
先
土
器
刻
の
瓦
岩
製
(
第
は
図

4
〉
は
ナ
イ
フ
型
石
総
で
あ
る
。

第
四
号
は
約
一
三

0
セ
ン
チ
掘
り
く
ぼ
め
た
が
遺
物
は
何
等
得
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
。
と
こ
は
褐
色
の
表
土
三

0
セ
ン
チ
に
つ
づ
い
て
策
褐
色
の
お
貧
土

で
あ
っ
た
。

以
上
の
潟
賓
と
、
す
ぐ
耐
問
隣
一一
一
三
四
都
地
イ
号
は
、
か
つ
て
北
俗
学
生
考
古

川中研
究
会
の
調
査
に
よ
っ
て
貸
厄
な
資
料
が
検
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
緊
急
発

掘
調
査
の
必
姿
が
あ
る
と
認
め
た
わ
け
で
あ
る
。
(
金
井
汲
次
)

伺

遺

跡

の

立

地

前
述
の
ご
と
き
分
布
調
査
の
突
施
に
よ
っ
て
、
緊
急
発
抑
制
調
査
を
行
う
こ
と

に
し
た
。

遺
跡
の
所
布
す
る
哀
の
山
三
三
五
番
地
イ
号
は
南
へ
緩
傾
斜
し
、
原
価
め
て
日

受
け
の
よ
い
場
所
で
あ
る。

標
高
は
お
よ
そ
三
九
三

t
一
二
九
六
メ
ー
ト
ル
で
現

況
は
普
通
知
で
あ
る
。
住
宅
団
地
造
成
の
た
め
当
古
川
が
、
地
主
隊
回
早
苗
氏
か

ら
買
収
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
以
前
は
卒
来
闘
で
一

O
年
前
後
の
も
の
が
栽
航

さ
れ
て
い
た
。
調
官
官
時
は
、
以
前
の
都
来
は
伐
奴
さ
れ
て
、
後
作
に
大
部
分
に

ト
マ
ト
を
、
融
問
少
部
に
談
菜
類
が
栽
培
し
て
あ
っ
た
。

水
は
当
遺
跡
の
南
方
約
八

0
メ
ー
ト
ル
の
所
を
小
さ
な
川
が
東
か
ら
西
へ
流

下
し
て
い
る
。
こ
れ
は
更
科
峠
周
辺
の
山
地
か
ら
流
れ
出
る
水
を
集
め
た
も
の

で
、
訟
は
き
し
て
多
く
は
な
い
が
年
間
を
通
じ
て
水
は
求
め
る
こ
と
が
で
き

る

。

〈

金

井

汲

次

〉

-.11ー

伺

溺

査

経

過

-
一
月

一
日

〈金
)
酬
明
午
後
一
時
作
業
開
始
。

明
日
か
ら
の
発
郷
関
廷
に
備
え
て
、
分
布
調
査
の
際
設
定
し
た
三
号
試
鍛
穴
に
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亡コ

守 --(

レン7チ図トm8悶

土
を
は
ぐ
。

B
の
1
i
5
区
ま
で
約
二

0
セ
ン
チ
を
掘
り
下
げ
て
中
止
し
た
。

遺
物
は
B
の
日
区
が
多
く
つ
い
で
2
1
4
区
の
願
と
な
り
土
師
器
片
若
干
で
あ

る。

B
1
4
区
か
ら
は
、
石
銭
1
点
を
検
出
し
た
。

一
一
月
一
一
一日
(
悶
)
附
午
前
九
時
作
業
開
始
。

八
名
の
調
交
H
H
b
z
中
心
と
し
て
A
ト
レ
ン
チ
を
飯
山
北
市
生
徒
B
ト
レ
ン
チ
を

鷲
宮
中
学
校
生
徒
、
C
ト
レ
ン
チ
を
商
社
中
学
校
生
徒
が
佃
配
当
し
た
。

C
ト
レ
ン
チ
1
1
7
区
に
か
け
て
、
表
土
下
約
二

0
セ
ン
チ
よ
り
東
西
に
ま
っ

す
ぐ
走
る
締

〈
巾
約
一

五

t
ニO
ゼ
ン
チ
〉
が
検
出
さ
れ
た
。
更
に
、

C

1

2

区
と
C
1
3
灰
の
中
間
、
C
1

6
区
西
側
、
C
|
8
区
中
央
の

3
ケ
所
よ
り
南

北
に
走
る
石
列
を
検
出
し
た
。

A
ト
レ
ン
チ

A
1
3
区
か
ら
は
、
石
血
と
磨
石

を
検
出
し
た
。
本
日
は
出
土
遺
物
が
多
く
、

A
ト
レ
ン
チ
に
お
い
て
は
、

A

1

1
区
よ
り
鉄
鉱
一
点
石
鎌
一
点
、
土
師
片
若
手
A
1
2
区
よ
り
抑
制
文
土
器
片
数

点
、
石
鎌
一
点
、
土
師
器
片
移
数
A
1
3
区
〈
中
央
部
〉
よ
り
純
文
土
器
片
数

一
O
片
、
土
飾
郡
柑
片
多
数
が
出
土
し
て
い
る
。
文
A
l
I
区
l
4
区
に
か
け
て

黒
飯
石
片
が
多
数
散
在
し
て
い
た
。

B
ト
レ
ン
チ
に
お
い
て
は
、
B
l
l
区

B
1
2
区
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
石
鎌
二
点
ず
つ
、
土
師
器
片
多
数
が
出
土
し
て
い
る

B
1
4
区
か
ら
も
右
鍬
一
点
が
出
土
し
た
。

が
ト
レ
ン
チ
に
お
い
て
は
、

c
l
l
区
か
ら
C
1
5
区
に
か
け
て
土
師
剛
笹
川
若

干
が
検
出
さ
れ
、

C
1
2
区
か
ら
は
土
師
務
の
お
綜
一

点
、
縄
文
土
肥
耐
片
数
点

が
出
土
し
て
い
る
。
文
、

c
l
l
区、

C
1
3
区、

C
1
4
区、

C
1
7
区
か

ら
一
点
ず
つ
石
鱗
が
出
土
し
て
い
る
。
更
に
、

cー

3
区
よ
り
凹
石
一
点
、

C

1
4
区
よ
り
打
鍵
石
斧
が
出
土
し
た
。

一
一
月
四
日
〈
月
〉
快
晴
午
前
九
時
作
祭
開
始
。

A
ト
レ

γ
チ
A
l
l
区
t
A
|
3
区
を
調
査
す
る
。
A
1
3
に
お

い
て
、

石

皿
、
鹿
石
を
中
心
と
し
て
滋
ち
込
み
が
検
出
さ
れ
、
純
文
土
肥
耐
片
数
点
、
右
鎌

- 12-



一
点
が
削
土
し
た
。

一
一
月
五
日
〈
火
)
附

午
前
九
時
作
栄
開
始

ψ

}!:f石出状況石lsl、第 9図

昨
日
に
引
き
続
き
A
1
3
区
の
粉
控
併
行
し
て
C
l
l
区
B
1
1
区
の
飼
査
を

行
な
う
。

A
3
区
の
石
皿
、
磨
石
を
中
心
と
し
た
落
ち
込
み
に
お
い
て、

c
l
i
区
北

側
は
、
リ
ン
ゴ
の
木
象
機
の
為
付
近
が
撹
乱
し
て
お
る
と
と
も
に
、

B
1
1
区

に
お
い
て
も
南
北
に
走
る
幣
が
あ
っ
た
為
に
こ
の
洛
ち
込
み
の
性
絡
を
確
認
す

る
こ
と
は
出
来
な
か
っ
た
。
落
ち
込
み
内
か
ら
は
、
縄
文
土
総
片
数
点
出
土
し

た。

A
l

g
区
に
お
い
て
は
、
大
小
二
つ
の
ピ
ッ
ト
〈

p
l
径
約
二

0
セ
ン
チ

P
2
径
約
四

0
セ
ン
チ
)
が
検
出
さ
れ
P
ー
か
ら
は
応
酬
磁
石
片
一
点
、

P
2
か

ら
は
、
土
師
器
片
数
が
出
土
し
た
。

-
一
月
六
日
〈
水
〉

録
時
A
小

雨

天

候
不
順
の
為
に
本
日
の
作
業
は
は
か
ど

ら
な
か
っ
た
。

A
1
3
区
に
お
け
る
洛
ち
込
み
の
性
格
確
認
の
為
に

A
1
2
区

の
東
側
に
ニ

x
二
メ
ー
ト
ル
グ
リ
ツ
ト
〈

A
l
γ
〉
、
西
側
に
二
、
二

x
O、

八
J
l
ト
ル
グ
リ
ツ
ト
ハ
B
l
γ
〉
を
股
定
し
鈍
疫
を
進
め
た。

A
l
γ
区
か

ら
は
、
土
師
片
者
午
、
須
恕
総
片
二
点
、
右
鎌
一
点
が
出
土
し
た
が
、

務
ち
込

み
の
確
認
は
出
来
な
か
っ
た
。

一一

月
七
日
〈
木
)
時

午
前
九
時
作
業
開
始
。

A
l
γ
区
・
お
よ
び

B
l
γ
区
の
精
査
を
終
え
た
後
、
測
裁
に
移
っ
た。

全
体
測

A
A

〈
縮
尺

一
O
O分
の

ご
お
よ
び
A
ト
レ
ン
チ
西
燈
町
、
B
ト
レ
ン

チ
北
鐙

面、

C
ト
レ
ソ

チ
北
鐙
簡
の
セ

P
シ
ヨ
ン
を
と
っ
た
。

一一

月
九
日
〈
土

〉

必

午
後

一
時
作
業
開
始
。

C
ト
レ
ン
チ
C
1
4
区
、
C
1
5
区
、
C
1
6
区
の
調
査
を
進
め
た
。

C
1
4

即
位
に
お
い
て
長
さ
大

0
セ
ン
チ
経
大
煽
一

一一一一セ
ン
チ
を
計
る
。

自
然
石
(
安
山
岩
〉
が
出
土
し
た
。
そ
し
て
、
石
の
北
側
周
辺
よ
り
問
調
飯
石
片

三
三
点
が
出
土
し
て
い
る
。
出
土
遺
物
は
他
に
土
節
総
片
数
点
で
あ
る
。

一
一
月
一

O
日
〈
日
〉
防
午
前
九
時
作
業
開
始
。

『 ・13ー



C
1
3
区
南
に
D
ト
レ
ン
チ
ハ
四
×
ニ
、
五
メ
ー
ト
ル
〉
、

C
1
4
区
、
I

C

5
区
北
側
に
E
ト
レ
ン
チ
(
三
×

一
メ
ー
ト
ル
〉
を
般
定
し
側
査
を
行
な
っ

た
。
併
行
し
て
C
1
8
区
出
土
の
列
宥
の
確
認
を
行
な
っ
た
。

D
ト
レ
ン
チ
に

お
い
て
は
、
学
大
の
自
然
石
が
数
個
点
在
し
、
土
師
総
片
若
干
出
土
じ
た
の
み
で

あ
る
。
E
ト
レ
ン
チ
に
お
い
て
も
、
土
飾
郡
耐
片
若
干
が
出
土
し
た
の
み
で
あ
る

。

c
l
g区
の
列
石
は
南
北
に
約
七
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
存
注
し
て
い
た
・
か

お
そ
ら
く
排
水
の
施
設
で
あ
る
も
の
と
怒
わ
れ
る
。
夕
方
調
査
を
完
了
し
た
。

伺

遺

構

分
布
調
査
の
折
に
設
け
た
試
掘
穴
第
三
号
を
起
点
に
三
つ
ト
レ

γ
チ
を
入
れ

、
そ
の
他
小
さ
な
も
の
を
二
つ
設
定
し
た
。

A
1
3
を
中
心
に
、

A
1
2
、
B
1
1
、

c
lー
に
遺
構
ら
し
い
も
の
が
傑

か
に
認
め
、
付
近
の
鉱
張
を
行
っ
た
。
特
に
A
1
3
に
石
皿
と
踏
石
が
表土木・・

四
0
セ
ン
チ
の
と
こ
ろ
に
セ
ッ
ト
し
て
検
出
さ
れ
、
周
辺
に
は
滋
ち
こ
み
や
ピ

ッ
ト
、

俊
一を
怒
わ
せ
る
も
の
も
見
ら
れ
た
が
、
つ
い
に
明
時
慨
に
す
る
こ
と
は
で

き
な
か
っ
た
。

時
代
の
脇
陣
る
滞
状
遺
構
や
列
石
等
も
あ
っ
た
が
詳
細
は
前
述
の
日
誌
を
多
照

さ

れ

た

い

。

〈

金

弁

正

彦〉

同

開

遺

物

今
回
の
発
掘
筒
査
に
よ
っ
て
得
た
遺
物
は
、
純
文
土
総
片
約
八

O
点
、
ほ
ぼ

完
形
の
土
師
磁
の
高
界

一点、

土
郎
総
片
約
二
ハ

O
O点
個別理
機
片
二
点
と
、

石

鍬

=
二
点
麿
石
ニ
点
、
阻
石
二
点
、
石
銭
一

点
、
有
斧
て
瓜
そ
し
て
鉄
餓

一
点
と
で
あ
っ
た
。

て

土

務

ω
縄
文
式
土
開
耐
〈
第
一

O
図
1

1
7
)

ー
は
胎
土
、
焼
成
と
も
に
良
好
で
褐
色
を
曇
し
斜
行
純
文
を
も
っ
2
は
胎
土
、

-
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一14-

焼
成
と
も
良
好
で
茶
褐
色
を
昼
し
斜
行
総
文
の
上
に
述
統
刺
突
文
を
も
っ
前
期

ハ
南
大
原
式
)
に
比
定
さ
れ
る
。
3
は
胎
土
焼
成
と
も
に
良
好
で
あ
り
附
鈍
色

を
塁
し
斜
行
縄
文
の
上
に
述
統
刺
突
文
を
も
っ
前
期
〈
潟
大
涼
式
)
に
比
定
さ



れ
る
。

4
は
胎
土
焼
成
と
も
粗
懇
で
あ
り
灰
褐
色
を
塁
し
胎
土
中
に
は
怒
母
を

多
く
合
ん
で
い
る
。
平
行
沈
線
が
施
さ
れ
て
い
る
。

5
は
、
胎
土
焼
成
と
も
粗

懇
で
あ
り
灰
褐
色
を
釜
し
、
粒
砂
を
含
ん
で
い
る
。

6
は、

胎
土
焼
成
と
も由民
よ刊号

好
で
あ
り
、

褐
色
を
塁
し
、
逮
統
刺
突
文
を
も
っ
、

7
は
、
ロ
縁
部
破
片
で
胎

土
、
焼
成
と
も
に
良
好
で
赤
褐
色
を
曇
し、

粒
砂
を
含
ん
で
い
る
太
い
平
行
沈

線
を
施
し
て
い
る
。

凶

土
飾
部
柑
(
第

一
O
図
1
8
1同
)

官
阿
杯
形
土
器

(
8
、
9
)

8
、
9
と
も
に
胎
土
、
焼
成
と
も
良
好
で
赤
褐
色
を
塁
す
る。

9
は
和
泉
郷
に

比
定
さ
れ
る
も
の
で
、
組
み
あ
わ
せ
成
形
手
法
に
よ
り
、

胸
部
に
は
絞
り
痕
、

綜
部
に
は
、
.ゆ

る
や
か
な
稜
線
を
持
っ
て
い
る
も

懇
形
土
器

(ω
、
口
、

M
、
M
W
)

ωは
ロ
縁
部
破
片
で
胎
土
、

焼
成
と
も
に
良
好
で
、

赤
褐
色
を
昼
し
飴
土
中
に

総
砂
を
含
ん
で
い
る
。
れ
は
、
口
線
部
破
片
で
胎
土
、
焼
成
と
も
普
通
で
。褐
色

を
塁
す
る
。
同
、
同
は
、
底
部
破
片
で
胎
土
、
焼
成
と
も
普
通
で
潟
色
を
息一す

.

る。
椀
形
土
器
(
は
、
け
)

は
は
、
胎
土
、
焼
成
と
も
普
通
で
灰
世
間
色
を
塁
し
胎
土
に
粒
砂
を
含
ん
で
・
い

る
。
け
は
、
胎
土
、
焼
成
と
も
普
通
で
褐
色
を
還
し
、
粒
砂
‘を
含
ん
で
い
る
。

廿仲
形
土
務
(
ぱ
口
、
げ
、
目
印
)

日叩
作
、
治
土
、
続
減
と
も
普
通
で
潟
色
た
霊
長
内
面
は
黒
色
に
研
磨
さ
れ
て

い
る
s・

げ
怯
、

筋
合
付
で
ぬ
土
、
焼
成
主
も
普
通
で
却
何
色
を
曇
し
、
内
面
は
回
無
色
に
研

磨
さ
れ
て
い
・る
P

川
崎
は
九
糸
初
伝
を
込
山
ソ
も
の
ぞ
胎
土
、
焼
成
金
も
わ由
担
好
で
茶
褐
色
を
霊
す
る
9

・

2
、
鉄
器
(
鉄
鉱
〉
〈
第

ω問剛
山印〉

A
l
I
区
よ
り
出
土
し
た
も
の
で
、
銃
と
腐
蝕
が
は
げ
し
い
た
め
氏
、

形
が
は

t

っ
き
り
し
な
い
が
、
有
茎
三
角
形
式
で
あ
ろ
う
。

・

-

3
、
石
関
柑

石
崎蹴

(
第
一

一
図
|げ叩

1
m
〉

ー

， そ .
1切・ー ・5・..、-'-'， 
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右
様
相
知
の
う
ち
右
犠
の
占
め
る
量
は
多
く
同
点
を
数
え
る
。

・間
熱
織
石
製
が
大
半

で
桂
一
ゐ
の
も
の
が
2
点
で
あ
る
。
総
て
無
柄
の
石
田
耐
で
6
、
7
、

s、
ω、
目

、
円
、
げ
印
は
完
形
で
あ
る
・
刊
は
や
や
粗
製
で
あ
る
。

打
倒
獄
石
斧
(
凶
印
〉

て
瓜
の
み
倹
幽
さ
れ
た
。
政
務
を
欠
い
て
い
る
が
短
冊
混
と
模
型
の
中
間
形
線

己0
」 14G

- n明

4

口

崎
備
は
関

ヂ
制

緩

〈

l
:
ラ
〉

を
示
す
。
硬
砂
崩
相
で
あ
る
。

磨
石
(
第
一
一
一
関
1

・2
)

2
点
検
出
さ
れ
た
が
安
山
岩
製
で
あ
る
。
ー
は
一

稜
の
み
粗
醐
宿
さ
れ
て
い

る

が
、
2
は
断
面
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
各
綾
が
磨
滅
し
て
い
る
。

凹
石
〈
3

・4
〉

2
点
検
出
さ
れ
た
が
安
山
岩
製
で
あ
る
。
3
は
、
同
心
門
的
な
孔
が
袋
に
一
つ

裏
に
二
つ
有
す
る
。

4
は
、

表
に
不
整
形
な
孔
を
一
つ
有
す
る
。

石
皿
ハ

5
〉

安
山
岩
を
用
い
て
い
る
が
、
約
4
分
の
l
を
欠
失
し
て
い
る
。
現
存
部
で
炎
径

一一

一
セ
ン
チ
、
短
径
二
O
セ
γ
チ
を
測
る
が
片
面
の
み
利
用
し
て
い
る
。

不
定
型
石
器
(
第
一
一

一凶
3
)

B
l
l
区
よ
り
出
土
し
た
国
間
鑓
石
製
の
不
定
形
石
様
で
あ
る。

ナ
イ
フ
裂
石
総
〈
第
一
一

一凶
l
l〉

A
1
3
区
よ
り
出
土
し
、
質
の
あ
ま
り
よ
く
な
い
銅
山
輝
石
で
作
ら
れ
て
い
る
。

ブ

ν
イ
ド
〈
第
一
一
図
i
幻〉

'

A
1
3
鉱
張
区
か
ら
出
土
し
た
。
比
較
的
良
質
の
黒
姫
石
製
で
あ
る
。

〈
金
井
正
彦
〉

一16-

五

遺
跡
周
辺
の
遺
物
に
つ
い
て

こ
こ
で
述
べ
る
遺
物
は
「
信
濃
考
古
綜
覧
」
に
更
科
伊
勢
山
下
遺
跡
と
記
積

さ
れ
て
い
る
場
所
の
も
の
で
あ
る
。
当
遺
跡
よ
り
今
日
ま
で
、
発
見
、
発
掘
さ
れ

た
も
の
と
、
昭
和
二
四
年
三
月
に
北
信
学
生
考
古
学
研
究
会
員
の
手
に
よ
っ
て

鉱
掘
さ
れ
た
時
の
も
の
で
あ
る
@
遺
跡
は
大
字
更
創
刊
字
裏
の
山
三
三
回
の
イ
ロ



養
地
で
、
約
三
平
方
メ
ー
ト
ル
の
試
掘
で
あ
っ
た
。
径
二

O
t一ニ
0
セ
ン
チ
の

篠
群
が
多
く
散
在
す
る
な
か
に
よ
工
務
片
や
石
器
等
が
発
見
さ
れ
た
が
、
住
居
枇

・の
確
認
は
で
き
な
か
っ
た。

.、
次
に
土
m
仙
蛸
閉
と
石
卵
柑
に
分
け
て
報
告
し
た
い
。

付

土

器

ω押
形
文
土
総

た
だ

一
片
発
見
し
た
の
み
で
表
面
の
磨
滅
が
は
げ
し
く
、

住
絡
の
確
認
し
が
た
い
小
片
で
あ
る
。
帥
条
紋
文
土
器
当
遺
跡
の
特
長
b
z
荻

付
け
る
土
器
片
で
、

縦

横
波
い
は
斜
に
櫛
目
模

様
の
沈
線
文
を
あ
ら
わ

し
て
い
る
が
不
規
則
な

文
様
と
な
っ
て
い
る
。

ー

ま

た
、
貝
殺
の
背
?
綴

i

っ
た
様
な
文
様
の
も
の

逃

も
含
ま
れ
て
い
る
。
付

溜
撚
糸
文
土
器
こ
れ
も

第
て
二
点
の
発
見
に
と

ど
ま
る
。
悼
市
川
形
文
土

器
瓜
を
背
に
し
て
施

し
た
様
な
模
様
が
的
と

組
み
合
わ
せ
て
施
し
て

あ
る
。
制
そ
の
他
の
土

器

細

い
縁
状
工
具
で

突
い
た
模
様
、
ま
た
、

会
土
器
面
に
紐
帯
を
絡
し

て
突
き
さ
し
た
絞
様
な
ど
が
あ
る
。
村
繋
文
土
務

前
誌
の
文
様
を
有
す
る
土

緊
片
の
外
、
多
数
の
索
文
の
土
器
片
が
発
見
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
土
器
片
の
大
部
分
は
繊
維
を
含
み
も
ろ
い
感
じ
の
も
の
で
あ
る
。

同

石
恩
師

M
W
半
磨
制
機
石
斧
一
一
五
六
の
イ
番
地
(
地
主
藤
間
早
苗
氏
〉
の
畑
地
か

ら
、
当
時
東
京
か
ら
疎
開
し
て
い
た
笠
井
継
程
君
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
長
さ

一
0
セ
ン
チ
余
の
局
部
磨
製
の
逸
品
で
あ
る
。
帥
脂
肪
石
斧

小
型
と
大
型
の
も

の
が
一

個
ず
つ
表
採
さ
れ
て
い
る
が
何
者
と
も
白
色
の
石
を
用
い、

石
刃
で
瓜

形
石
器
と
い
っ
た
形
態
を
し
て
い
る
。

約
石
鍬
鋭
く
尖
っ
た
三
角
形
か
ら
底

部
に
深
く
扶
り
込
み
の
あ
る
も
の
、

等
辺
三
角
形
の
も
の
な
ど
が
主
体
で
あ

る。

数
例
の
有
柄
石
思
耐
は
他
か
ら
混
入
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

同
打
石
器

割
合
に
小
型
ロ
聞
は
か
り
で
、
大
型
の
も
の
は
拾
集
さ
れ
て
い
な
い
。

ょ
く
使

用
さ
れ
た
ら
し
く
磨
滅
し
が
も
の
が
多
い
。
肘
布
器
完
形
自
聞
は
無
い
が
三
個

発
見
さ
れ
て
い
る
。

楕
円
形
の
も
の
で
磁
石
と
し
て
使
用
さ
れ
た
痕
の
あ
る
も

の
も
見
受
け
る
。

付
踏
石

こ
れ
も
多
数
発
見
さ
れ
て
い
る
が
角
に
当
る
部
分

に
敵
い
た
跡
の
・有
す
る
も
の
が
多
い。

ω凹
石

ニ

i
三
個
所
に
小
さ
な
穴
の

あ
る
通
有
品
と
一
個
所
に
穴
の
あ
る
も
の
も
発
見
さ
れ
て
い
る
。
的
そ
の
他
の

石
製
品

石
鋭
、
石
刃
等
蒐
集
さ
れ
て
い
る
。

以
上
の
う
ち
石
器
、
凹
石
は
安
山
岩
、
石
器
、
右
側
桜
山
聞
は
粘
板
岩
が
多
く
、

磁
石
、
田
保
緩
石
が
次
い
で
い
る
。

当
逃
跡
出
土
口
聞
の
概
要
を
述
べ
て
き
た
が
当
地
方
の
縄
文
早
期
遺
跡
の
発
掘

調
査
例
は
無
く
、
そ
の
性
絡
の
抱
滋
は
図
般
を
感
じ
る
。
有
馬
式
や
次
の
南
大

会原
式
と
も
、
私
の
笑
見
で
は
肌
あ
い
が
違
っ
て
い
る
よ
う
に
忽
わ
れ
る
。
土
器

類
は
出
土
例
が
僅
少
の
た
め
考
祭
は
困
難
で
あ
る
が
、
し
い
て
一言一
い
ば
、
縄
文

早
期
末
か
ら
前
期
初
頭
に
か
け
て
の
遺
跡
で
は
あ
る
ま
い
か
。
今
後
の
資
料
の

- 17ー



増
加
を
待
っ
て
、
そ
の
性
絡
を
明
瞭
に
し
た
い
も
の
で
あ
る
。

(飽
原
長
則
〉

_J，... 
r， 

結

び

体
問
機
遺
跡
は
当
地
方
に
と
っ
て
焚
霊
な
埋
蔵
文
化
財
を
家
蔵
し
て
い
る
所
と

し
て
大
事
に
さ
れ
、
故
神
田
五
六
、
小
野
勝
平
、
永
峯
光
一
、

林
茂
樹
先
生
等

が
視
察
を
し
て
お
ら
れ
る
。

し
か
し
住
宅
団
地
造
成
や
幾
免
道
路
の
開
設
等
か

ら
遺
跡
の
現
状
変
更
を
し
な
く
て
は
な
ら
ぬ
事
情
に
た
も
い
た
っ
た
。

そ
こ
で
数
次
に
瓦
り
、
予
備
、
分
布
調
査
を
行
い
、

緊
急
発
掘
調
査
を
実
施

し
、
延
二
二
四
人
〈
姥
懐
遺
跡
六
七
人
、
姥
懐
山
古
噴
二
六
人、

更
科
裂

の
山
遺
跡

ご一
一
一
人
}
の
方
々
の
協
力
に
よ
っ
て
総
資
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

こ
与
に
物
心
両
蘭
に
一
旦
り
ご
協
力
と
ご
配
慮
を
い
た
だ
い
た
方
々
に
対
し
心
か

ら
お
礼
を
申
し
あ
げ
た
い
。

緊
急
発
錦
繍
査
に
よ
っ
て
前
述
の
よ
う
な
幾
多
の
資
料
を
得
る
こ
と
が
で

き
、
そ
の
都
度
孔
版
印
刷
に
よ
っ
て
略
報
が
幽
さ
れ
て
い
た
。
今
回
は
、
そ
れ

を
ま
と
め
た
も
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
一
貫
性
を
欠
く
商
が
多
々
あ
る
が
、

記
録
保
存
に
努
め
て
来
た
点
を
お
認
め
い
た
だ
き
、
何
か
の
多
考
に
し
て
い
た

だ
け
る
と
こ
石
が
あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
こ
の
仕
事
に
た
ず
き
わ
っ
た
者
に
と
っ

て
は
望
外
の
宰
で
あ
る
。

し
か
し
記
録
保
存
に
は
カ
を
致
し
た
も
の
の
検
出
さ
れ
た
遺
構
や
遺
物
は
予

想
外
に
少
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
地
質
の
項
に
も
述
べ
て
あ
る
如
く
、
極
め
て
も

ろ
い
地
盤
に
あ
た
り
、

豪
雨
や
豪
雪
の
あ
っ
た
時
は
泌
す
べ
り
や
洪
水
が
幾
回

も
繰
か
え
さ
れ
て
地
慢
の
変
化
が
著
る
し
か
っ
た
た
め
で
あ
る
。

流
さ
れ
た
も

の
、
推
拙
制
さ
れ
た
も
の
、
撹
乱
さ
れ
た
も
の
が
多
く
す
で
に
文
中
で
も
述
べ
た

ご
と
く
、
先
土興
柑柵剤
、
縄
文
湖
、
土
邸
期
の
逃
物
が
ミ
ッ
ク
ス
し
て
出
土
し
て

い
る
。
そ
こ
で
住
居
枇
、
枠
拡
域
等
の
逃
構
の
確
認
さ
れ
た
も
の
は
磁
石
基
祉
の

一
例
の
み
で
あ
っ
た
。
こ
の
積
石
纂
祉
の
場
合
も
平
地
に
少
し
穴
を
掘
り
く
.ほ

め
て
納
骨
し
、

弔
い
の
た
め
に
石
積
み
を
し
た
も
の
の
ご
と
く
で
あ
る
が
、

壊

務
後
に
山
津
波
か
何
か
の
事
情
で
山
手
か
ら
土
砂
が
流
さ
れ
て
埋
没
し
た
よ
う

に
観
取
さ
れ
る
。

姥
機
山
古
境
の
分
布
調
査
は
農
免
道
路
の
土
取
植物
に
予
定
さ
れ
た
た
め
に耐火

施
し
た
。
考
古
学
、
地
質
学
の
立
植
物
か
ら
一
一
一
日
間
に
亘
っ
て
調
査
を
し、

桜
丘

築
造
の
跡
を
見
ぬ
た
め
、

担
知
紀
遺
跡
で
は
あ
る
ま
い
か
と
し
た
の
で
あ
る
。
わ

れ
わ
れ
が
分
布
調
査
を
実
施
し
て
か
ら
間
も
な
く
、

施
工
の
一

部
変
更
が
あ
っ

て
、
姥
拙
関
山
古
墳
は
現
状
を
変
吏
し
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
わ

れ
わ
れ
に
と
っ
て
は
最
も
有
難
い
こ
と
で
あ
り
、

学
界
と
し
て
も
拳
い
な
こ
と

で
あ
っ
た
。

本
報
告
輸
省
は
調
査
察
員
が
分
担
執
筆
し
た
も
の
で
急
ぐ
の
あ
ま
り
不
倫
の
点

ば
か
り
で
あ
る
が
諸
賢
の
ご
教
示
を

賜

わ

り

た

い

。

〈

A

抗
弁
汲
次〉

一lS-



後

記

こ
の
報
告
穫
は
東
山
住
宅
団
地
造
成
に
関
連
し
て
行
わ
れ
た
昭
和
四
一
年
八

月
上
旬
か
ら
昭
和
四
十
三
年
末
日
ま
で
に
わ
た
る
聞
の
姥
僕
遺
跡
、
姥
捕
前
山
古

境
、
育
文
科
袈
之
山
遺
跡
の
分
布
調
査
、
緊
急
発
掘
調
査
を
主
内
容
と
し
た
報
告

で
あ
る
。

関
係
各
方
面
、
各
位
の
絶
大
な
る
ご
尽
力
、
ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
関
査
が

無
事
終
り
、
報
告
也
上
梓
の
は
こ
び
と
な
っ
た
こ
と
は
、
背
骨
び
に
た
え
な
い
v

。

尚
今
後
吏
に
調
査
を
重
ね
資
料
を
分
析
、
検
討
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
進
出制
な

き
を
桐
期
し
た
い
。

現
地
に
立
っ
て
見
て
そ
の
名
の
と
お
り
姥
の
俊
に
抱
か
れ
た
よ
う
な
、
な
だ

ら
か
な
南
面
の
地
形
に
古
代
人
が
心
を
ひ
か
れ
た
こ
と
が
よ
く
う
な
ず
け
る
。

文
、
眺
め
も
紫
晴
し
く
中
野
扇
状
地
の
簡
に
は
北
信
玄
再
加
を
仰
ぎ
、
磁
光
寺

平
の
向
こ
う
に
は
は
る
か
に
ア
ル
プ
ス
の
様
々
を
盟
む
こ
と
が
で
き
る
。

こ
れ
等
の
遺
跡
地
は
や
が
て
三
百
余
戸
の
新
し
い
住
宅
団
地
と
し
て
現
代
に

活
用
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
翁
査
に
あ
た
っ
て
、
学
業
の
問
、
特
に
ど
尽
力
い
た
だ
い
た
学
生
、
生

徒
、
児
窓
の
方
々
を
次
に
列
記
し
て
心
か
ら
な
る
感
謝
を
簿
げ
た
い
。

昭
和
四
十
四
年
二
月
一
日

中
野
市
教
育
次
長
小
林
峨
聞

記

ハ

敏

称

略

〉

立
正
大
学
生
秋
山
宏
和
飯
山
北
高
生
中
島
庄
一
高
橋
均
大
原
正

義

金

井

正

三

水

沢
克
己

須
坂
高
校
生

金
井
文
司
高
社
中
学
生

山

崎
光

男

三

沢

一
良
山
田
正
二
郎
小
林
清
一
山
口
洋
一
塚
図
博
義

高
橋
齢
制
限
高
級
通
博
藤
沢
孝
充
清
水
孝
美
若
林
庄
二

小
林
住
総

佐
藤
信
之
山
岸
広
士
竹
内
笑
失
淀
直
文
益
田
宮
隆
俊
樹
際
和
議

三
井出郁
夫
市
川
一
男
都
例
制
膝
良
比
古
島
問
徳

失

土

凶

勝

山

崎
正
男

土
口
問
治
傘
山
開
校
文
問
尻
修
中
島
市品
切

土
屋
阻
良

栗
林
一
成

山
田
江
市

江
本
忠
雄

序
宮
中
学
生

児
島
哲
男
山
本
法
文
武
田
義
文

斉
藤
文
一
阿
部
善
春
児
玉
忠

土

田

川
自
舛
丸
山
政
弘

竹

内
常
態

関
取
紀
男
小
林
正
治
内
田
捌
陵
小
林
公
治
小
林
秀
人
前
角
鑑
鯵

中
村
品
中
山
間
中
村
明
文

井
上
政
滋
滝
沢
文
雄
小
林
賢
次
回
野
小
児
怠

小
級
以
充
滝
沢
三
努
小
沢
好
郎
小
林
宏
子
鈴
木
徳
子
白
川
博
和

森
山
益
雄

一19ー
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_gIJ図版第 l

遺跡付近航空写真



.lJ1l図絞第 2

発 m状況 (姥告書遺跡〉

}JIJ 図版;g3

右組遺構〈姥懐遺跡)



別図版第 4

発 銀状況 (更科裂の山遺跡 〉

.811 図版 第 5

台 石 〈更科裂の山 c-4 ) 



轟白幽..  

~II 図版第 6

土師 2雲 (更科裂 の山遺跡 )

4 

，BII 図版第 7

石総 〈更科夜の山遺跡)


